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介護業界を盛り上げよう！！

先日、港区主催の介護DX展示会に行ってきました。
かなり、AI等を取り込んだ仕組みが開発されて
いて、びっくりしました。
特に、記録について。
パソコンで打つ！という作業は、古い。
そんな時代がやってくる、と感じました。
言葉を録音して記録に変換して作成する、
時代到来が目の前。
また、シフトについても、
AIがある程度作成し、
そのシフトから経営分析までもしてくれる、
そんなこともできる。
スタッフの特徴を読み込ませると、
利用者様とのマッチングをしながら、
シフト作成してくれます。
すごいですよね～
ただ、大きな課題がありました！
それは、介護はできるが、障害はできない。
介護と障害のミックスで運営しているところは、
介護はDX化できても、
障害は今まで通りアナログ。
これは、非常に不効率。
今、介護と障害をミックスで制度を利用している
ご利用者様が多く存在しているので、
その垣根がなくなることを願います。
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歌舞伎歯ブラシ発見！！

熊本震災から思うこと！！

２０２６年７月２８日、熊本にマグネチュード7.1 の地震がありました。
熊本は１０年前にも地震ありましたよね。
やっと、立ち直りつつある中だったでしょう。それなのに・・・・
ただ、震災の備えの観点から報道をみると、
ちょっとお粗末な感じを受けたのは、私だけでしょうか。
例えば、避難場所となっている場所が実際には開設できない状況だったり、
いろいろな備品の調達が雑だったり・・・・
実際に震災した場合、このような、ささやかな日常の備え・準備が
想定通り出来るか、出来ないかで、大きく住民の命を守れる、守れない
につながることが、くっきりわかった今回の地震ではないでしょうか。
みなさんは防災について、
どのような準備・工夫をされていますか。
また、みなさんが暮らしている地域は、どのような準備・工夫
をしているか、知っていますか。
震災は、いつ起こるか、わかりません。
備えは、水や食べ物、携帯トイレだけではありません。
もちろん、それは大事。のそれに加えて、もう少し広い視野で、
住んでいる地域・エリアの防災備えを確認していく、が命を守る重要課題です！

葛飾北斎画
『節分の鬼』豆撒き

ぶらんちの今を紹介

暑い夏、本番！
弊社のスタッフも厳しい状況です。
この夏、２名スタッフ、体調不良になって
しまっています。
このまま、暑い夏が毎年エスカレート
していくと、
訪問自体が厳しくなっていくのでは？
と危機感を抱いています。

暑いときに豪雨。
カッパを着ないと回れない。
サウナ状態・・・・

どう、スタッフの体調を守るか、
真剣に考えていく時代ですね。
事務作業については、AI等を活用して
目まぐるしい速さで効率化時代になって
いってますが、
サービス提供は人！です。
人をどう守っていくのか、
大きな課題をみんなで、
自社だけでなくもっと大きな視点で
話し合うことが必要ではないでしょうか。
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図表Ⅰ-1-2-12 生成AIの活用方針策定状況（国別）
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